


した。
「今回の体験を通して本を執筆し、日本食を発信した

い」と話してくれたフィオナさん。柏崎市の食を世界に
発信をする一つのきっかけになってくれることでしょう。
⑵　文化、教育で日本と中国をつなぐ（鳥取県）

中国から参加した趙函宏さんは、現在中国北京市で日
本語教室を開催する一方、日本へ旅行や留学する中国人
のサポートをする仕事をしています。

今回、10 年ぶりに国際交流員（CIR）として働いて
いた鳥取県米子市へ里帰りしました。

米子市では、市役所の表敬訪問、中国語教室、歓迎会
を通じて、当時の同僚、中国語教室の教え子、友人と再
会。感極まって涙を流してしまう場面があちこちで見ら
れ、彼女が米子市に多くの「絆」を作っていたことが実
感できました。

もちろん、新しい「絆」を探すことも忘れてはいませ
ん。米子市地域起こし協力隊との意見交換、米子皆生グ
ランドホテルの視察、どら焼き生産量世界 No.1 の製菓
工場の見学を通じ、確実に新しい「絆」の種を見つける

ことができた様子でした。
⑶　JETAAネットワークで熊本をアメリカにPR（熊本県）

熊本県の阿蘇市で外国語指導助手（ALT）として活躍
していた、アメリカ出身のマーク・フライさん。マーク
さんは帰国後も、積極的に熊本や阿蘇の海外 PR に取り
組み、その仕事ぶりが評価され、2014 年に熊本の PR
を行う「モンバサダー」として任命され活躍中です。

今回の里帰りでは、マークさんのおすすめ観光スポッ
トを訪問し、SNS による PR を行いました。街に出ると、
地元の方より阿蘇の歴史に精通し、どこに行っても旧友
や教え子などに話しかけられおり、マークさんがいかに
阿蘇市を愛し、地域に溶け込んでいたかということがわ
かりました。

自治体の観光 PR などに関して、SNS 以上に貢献でき
るツールがあるというマークさん。「海外 PR を行う最
高の武器は、世界中の 6 万 2 千人からなる元 JET 参加
者と JETAA のネットワークです」と話してくれました。
そのネットワークの力を地域の方に伝えるため、阿蘇市
役所で「市庁舎ミーティング」を開き、マークさんが会
長を務めているカリフォルニア北部の JETAA 支部の活
動などを紹介し、地域の方々や行政関係者と意見交換を
しました。

参加した熊本県職員からは「阿蘇のことを世界に広め
てくれてありがたい。他の自治体にも JETAA の力を
知ってもらいたい」との声が上がりました。

3　つながりを新たなステップへ
このように、JET 参加者は母国へ帰国後も、日本、地

域に対して特別な思いを持ち活躍してくれています。今
後も知日派、親日派外国人としての彼らの活躍を期待し
ます。

盛り上がった市庁舎ミーティング

日本酒の魅力を再確認

歓迎会にて当時の同僚や中国語教室の教え子と感動的な再会
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